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Ⅵ-1 説明書 

Ⅵ-1-1 各発電用原子炉施設に共通の説明書 

 Ⅵ-1-1-5 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書 

  Ⅵ-1-1-5-3 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書（原子炉冷却系統施設） 

 

Ⅵ-6 図面 

4.7 原子炉冷却材浄化設備 

4.7.1 原子炉浄化系 

・第4-7-1-1-1図 原子炉冷却材浄化設備に係る主配管の配置を明示した図面（原子炉

浄化系）（その１） 

・第4-7-1-1-2図 原子炉冷却材浄化設備に係る主配管の配置を明示した図面（原子炉

浄化系）（その２） 

・第4-7-1-2-1図 原子炉冷却材浄化設備系統図（原子炉浄化系）（設計基準対象施設） 
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8. 原子炉冷却材浄化設備 

8.1 原子炉浄化系 

名    称 

原子炉隔離時冷却系合流部 

～ 

原子炉浄化系合流部 

最 高 使 用 圧 力  MPa 8.62 

最 高 使 用 温 度  ℃ 302 

外     径  mm 216.3 ／ 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，原子炉隔離時冷却系合流部から原子炉浄化系合流部までを接続する配管であり，

設計基準対象施設としてサプレッションチェンバのプール水又は復水貯蔵タンクの水を原子炉

隔離時冷却ポンプにより原子炉圧力容器に供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，サプレッションチェンバのプール水を原子炉隔離時冷却ポン

プ又は高圧原子炉代替注水ポンプにより原子炉圧力容器に供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ１，最高使用温度の設定根拠をＴ１，外径の設定根拠

をＤ１，Ｄ２として下記に示す。 

原子炉浄化系主配管の設計仕様を表 7.1－1 原子炉浄化系主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠  

Ｐ１：8.62MPa 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ１は，原子炉圧力容器の最高

使用圧力に合わせ，8.62MPaとする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用

方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，8.62MPaとする。 

 

2. 最高使用温度の設定根拠 

Ｔ１：302℃ 

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ１は，原子炉圧力容器の最高

使用温度に合わせ，302℃とする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用

方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，302℃とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も容量の大きい原子炉隔離時冷却ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に

使用する原子炉隔離時冷却ポンプに必要な容量が設計基準対象施設として使用する原子炉浄

化系再生熱交換器出口側の設計流量と同仕様以下であるため，本配管の外径は，メーカ社内

基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で設計

し，216.3mm，114.3mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ１ 216.3 18.2 200 0.02542 *1

Ｄ２ 114.3 11.1 100 0.00666 *2 *3

注記＊1：原子炉浄化系再生熱交換器出口側の設計流量 

＊2：原子炉浄化系再生熱交換器出口側の設計流量の 1/2 

＊3：当該配管は内部流体が水の場合の炭素鋼配管の配管内最高流速（ m/s）を下回

るため問題ない。 
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名 称 原子炉隔離時冷却系合流部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 8.62 

最 高 使 用 温 度 ℃ 302 

外 径 mm 114.3 ／ 144.3 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，原子炉隔離時冷却系合流部であり，設計基準対象施設としてサプレッションチェ

ンバのプール水又は復水貯蔵タンクの水を原子炉隔離時冷却ポンプにより原子炉圧力容器に供

給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，サプレッションチェンバのプール水を原子炉隔離時冷却ポン

プ又は高圧原子炉代替注水ポンプにより原子炉圧力容器に供給するために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ１，最高使用温度の設定根拠をＴ１，外径の設定根拠

をＤ３，継手の外径の設定根拠をＦ１として下記に示す。 

原子炉浄化系主配管の設計仕様を表 7.1－1 原子炉浄化系主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ１：8.62MPa

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力Ｐ１は，原子炉圧力容器の最高

使用圧力に合わせ，8.62MPaとする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用

方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，8.62MPaとする。 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ１：302℃

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度Ｔ１は，原子炉圧力容器の最高

使用温度に合わせ，302℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，設計基準対象施設と同様の使用

方法であるため，設計基準対象施設と同設計条件とし，302℃とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も容量の大きい原子炉隔離時冷却ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に

使用する原子炉隔離時冷却ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同

仕様以下であるため，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して

選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で設計し，114.3mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ３ 114.3 11.1 100 0.00666 ＊

注記＊：原子炉隔離時冷却ポンプによる原子炉圧力容器への供給流量 

(2) 継手

Ｆ１：144.3mm

分岐補強部の外径。接続先の仕様及び強度を満足する外径とする。
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表 7.1－1 原子炉浄化系主配管の設計仕様表 

名 称 

最高使用圧力

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

原
子
炉
浄
化
系

原子炉隔離時冷却系合流部 

～ 

原子炉浄化系合流部 

8.62 Ｐ１ 302 Ｔ１ 

216.3 Ｄ１ 

216.3 

/216.3 

/114.3 

― 

216.3 

/114.3 
― 

114.3 Ｄ２ 

原子炉隔離時冷却系合流部 

8.62 Ｐ１ 302 Ｔ１ 

114.3 Ｄ３ 

144.3 Ｆ１ 
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第 4-7-1-1-1～2図 原子炉冷却材浄化設備に係る主配管の配置を明示した図面（原子炉浄化系） 別紙 1 

工事計画抜粋 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊21 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外   径＊1 

 

(mm) 

厚  さ＊1 

 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

 

(mm) 

厚 さ 

 

(mm) 

材 料 

原
子
炉
浄
化
系 

原子炉浄化系

入口ライン分

岐部（A-再循

環ループ側） 

～ 

原子炉再循環

系合流部＊2 

8.62＊3 302 

165.2＊4 11.0＊4 SUS316TP＊4 

変 更 な し 

― 

165.2 11.0 SUS316TP ― 

216.3 

/165.2 

12.7 

/11.0 
SUS316TP ― 

216.3 12.7 SUS316TP ― 

原子炉浄化系

入口ライン分

岐部（B-再循

環ループ側） 

～ 

原子炉圧力容

器ボトムドレ

ンライン合流

部＊2 

8.62＊3 302 

165.2＊4 11.0＊4 SUS316TP＊4 

変 更 な し 

― 

165.2 11.0 SUS316TP ― 

216.3 

/165.2 

12.7 

/11.0 
SUS316TP ― 

216.3 12.7 SUS316TP ― 

267.4 

/216.3 

15.1 

/12.7 
SUS316TP ― 

267.4 15.1 SUS316TP ― 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊21 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外   径＊1 

 

(mm) 

厚  さ＊1 

 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

 

(mm) 

厚 さ 

 

(mm) 

材 料 

原
子
炉
浄
化
系 

原子炉圧力容

器ボトムドレ

ンライン合流

部 

～ 

原子炉再循環

系合流部＊2 

8.62＊3 302 

267.4 

/267.4 

/114.3 

15.1 

/15.1 

/8.6 

SUS316TP 

変 更 な し 

― 

267.4 15.1 SUS316TP ― 

原子炉再循環

系合流部 

～ 

弁MV213-4＊2 

8.62＊3 302 

267.4 

/267.4 

/216.3 

15.1 

/15.1 

/12.7 

SUS316TP 
変 更 な し 

― 

267.4 15.1 SUS316TP ― 

弁MV213-4 

～ 

原子炉浄化補

助ポンプバイ

パスライン分

岐部＊2 

8.62＊3 302 267.4 15.1 SUS316TP 変 更 な し ― 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊21 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

 

(mm) 

厚  さ＊1 

 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

 

(mm) 

厚  さ＊1 

 

(mm) 

材 料 

原
子
炉
浄
化
系 

原子炉浄化補助

ポンプバイパス

ライン分岐部 

～ 

原子炉浄化補助

ポンプ＊2 

8.62＊3 302 267.4 15.1 SUS316TP 

原
子
炉
浄
化
系 

変 更 な し ― 

原子炉圧力容器 

～ 

原子炉圧力容器

ボトムドレンラ

イン合流部＊5 

 8.62＊3 302 

60.5＊4 8.7＊4 STS42＊4 

変 更 な し 

― 

60.5 8.7 STS42 ― 

89.1 

/60.5 

7.6 

/8.7 
SUS316TP ― 

89.1 7.6 SUS316TP 1 

89.1 

/89.1 

/－ 

7.6 

/7.6 

/－ 

SUS316TP 変 更 な し 

89.1 

/－＊6 

/89.1 

7.6 

/－＊6 

/7.6 

変更なし 2 

114.3 

/89.1 

8.6 

/7.6 
SUS316TP 

変 更 な し 
― 

114.3 8.6 SUS316TP ― 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊21 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

 

(mm) 

厚  さ＊1 

 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

 

(mm) 

厚 さ 

 

(mm) 

材 料 

原
子
炉
浄
化
系 

原子炉浄化補助ポ

ンプ 

～ 

原子炉浄化補助ポ

ンプバイパスライ

ン合流部＊7 

8.62＊3 302 216.3 12.7 SUS316TP 変 更 な し ― 

原子炉浄化補助ポ

ンプバイパスライ

ン合流部 

～ 

原子炉浄化系補助

熱交換器入口ライ

ン分岐部（管側） 

＊7 

8.62＊3 302 216.3 12.7 SUS316TP 変 更 な し ― 

原子炉浄化系補助

熱交換器入口ライ

ン分岐部（管側） 

～ 

原子炉浄化系再生

熱交換器＊7 

8.62＊3 302 216.3 12.7 SUS316TP 変 更 な し ― 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊21 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

 

(mm) 

厚  さ＊1 

 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

 

(mm) 

厚 さ 

 

(mm) 

材 料 

原
子
炉
浄
化
系 

原子炉浄化補助ポ

ンプバイパスライ

ン分岐部 

～ 

原子炉浄化補助ポ

ンプバイパスライ

ン合流部＊8 

8.62＊3 302 216.3 12.7 SUS316TP 変 更 な し ― 

原子炉浄化系再生

熱交換器連絡管

（管側）＊9 

8.62＊3 302 216.3 12.7 SUS316TP 変 更 な し ― 

原子炉浄化系再生

熱交換器 

～ 

原子炉浄化系再生

熱交換器出口ライ

ン合流部＊10 

8.62＊3 302 216.3 12.7 SUS316TP 変 更 な し ― 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊21 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径＊1 

 

(mm) 

厚  さ＊1 

 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

 

(mm) 

厚 さ 

 

(mm) 

材 料 

原
子
炉
浄
化
系 

原子炉浄化系再生熱交

換器出口ライン合流部 

～ 

原子炉浄化系非再生熱

交換器＊10 

8.62＊3 302 216.3 12.7 SUS316TP 変 更 な し ― 

原子炉浄化系補助熱交

換器入口ライン分岐部

（管側） 

～ 

原子炉浄化系補助熱交

換器＊11 

8.62＊3 302 216.3 12.7 SUS316TP 変 更 な し ― 

原子炉浄化系補助熱交

換器 

～ 

原子炉浄化系再生熱交

換器出口ライン合流部
＊12 

8.62＊3 302 216.3 12.7 SUS316TP 変 更 な し ― 

原子炉浄化系非再生熱

交換器連絡管（管側） 
＊13 

8.62＊3 302 216.3 12.7 SUS316TP 変 更 な し ― 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊21 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

 

(mm) 

厚  さ＊1 

 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

 

(mm) 

厚 さ 

 

(mm) 

材 料 

原
子
炉
浄
化
系 

原子炉浄化系非再

生熱交換器 

～ 

原子炉浄化系ろ過

脱塩装置ろ過脱塩

器 

8.62＊3 66 216.3 12.7 SUS304TP 

変 更 な し 

― 

1.18＊3 66 

216.3 8.2 SUS304TP ― 

165.2 7.1 SUS304TP ― 

原子炉浄化系ろ過

脱塩装置ろ過脱塩

器 

～ 

原子炉浄化系脱塩

装置脱塩器 

1.18＊3 66 

165.2 7.1 SUS304TP 

変 更 な し 

― 

216.3 8.2 SUS304TP ― 

原子炉浄化系脱塩

装置脱塩器 

～ 

B-原子炉浄化循環

ポンプ入口ライン

分岐部＊14 

1.18＊3 66 

165.2 7.1 SUS304TP 

変 更 な し 

― 

165.2 7.1 STPT42 ― 

216.3 8.2 STPT42 ― 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊21 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

 

(mm) 

厚  さ＊1 

 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

 

(mm) 

厚 さ 

 

(mm) 

材 料 

原
子
炉
浄
化
系 

B-原子炉浄化循環

ポンプ入口ライン

分岐部 

～ 

A-原子炉浄化循環

ポンプ＊14 

1.18＊3 66 165.2 7.1 STPT42 変 更 な し ― 

B-原子炉浄化循環

ポンプ入口ライン

分岐部 

～ 

原子炉浄化循環ポ

ンプバイパスライ

ン分岐部＊14 

1.18＊3 66 216.3 8.2 STPT42 変 更 な し ― 

原子炉浄化循環ポ

ンプバイパスライ

ン分岐部 

～ 

B-原子炉浄化循環

ポンプ＊14 

1.18＊3 66 165.2 7.1 STPT42 変 更 な し ― 

 



S2 補 4-7-1-1-1～2 R0 
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊21 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

 

(mm) 

厚  さ＊1 

 

(mm) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

 

(mm) 

厚 さ 

 

(mm) 

材 料 

原
子
炉
浄
化
系 

A-原子炉浄化循環

ポンプ 

～ 

A-原子炉浄化循環

ポンプ出口ライン

合流部＊15 

12.7＊3 66 165.2 18.2 STPT42 

変 更 な し 

― 

10.0＊3 66 165.2 14.3 STPT42 ― 

B-原子炉浄化循環

ポンプ 

～ 

原子炉浄化循環ポ

ンプバイパスライ

ン合流部＊15 

12.7＊3 66 165.2 18.2 STPT42 変 更 な し ― 

原子炉浄化循環ポ

ンプバイパスライ

ン合流部 

～ 

A-原子炉浄化循環

ポンプ出口ライン

合流部＊15 

10.0＊3 66 216.3 18.2 STPT42 変 更 な し ― 
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 補

 4
-7
-1
-1
-1
～

2 
R0
 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊21 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外   径＊1 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 

原
子
炉
浄
化
系

A-原子炉浄化循環ポンプ出口ライ

ン合流部

～ 

原子炉浄化系再生熱交換器＊15 

10.0＊3 

66 216.3 18.2＊1 STPT42 

原
子
炉
浄
化
系 

変 更 な し 

― 

302 216.3 18.2＊1 STPT42 ― 

原子炉浄化循環ポンプバイパスラ

イン分岐部

～ 

原子炉浄化循環ポンプバイパスラ

イン合流部＊16

1.18＊3 66 216.3 8.2＊1 STPT42 

―＊6 

― 

10.0＊3 66 216.3 18.2＊1 STPT42 ― 

原子炉浄化系再生熱交換器連絡管

（胴側）＊9 
10.0＊3 302 216.3 18.2＊1 STPT42 変 更 な し ― 

原子炉浄化系再生熱交換器 

～ 

弁V213-19＊17 

10.0＊3 302 216.3 18.2＊1 STPT42 

変 更 な し 

― 

8.62＊3 302 
216.3＊4 18.2＊1，＊4 STS42＊4 ― 

216.3 18.2＊1 STS42 ― 

弁V213-19 

～ 

原子炉隔離時冷却系合流部＊17 

8.62＊3 302 

216.3 ＊18(18.2＊1) SFVAF11A 
変 更 な し 

― 

216.3 18.2＊1 STPA23 ― 

原子炉隔離時冷却系合流部 

～ 

原子炉浄化系合流部＊17 

8.62＊3 302 

216.3 18.2＊1 STPA23 原子炉隔離時冷却系合流部 

～ 

原子炉浄化系合流部＊19 

変 更 な し 

3 

216.3 

/216.3 

/114.3 

18.2＊1 

/18.2＊1 

/11.1＊1 

STS42 4 

216.3 

/114.3 

18.2＊1 

/11.1＊1 
STS42 5 

114.3 11.1＊1 STPT42 6 
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-1
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-1
～
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変 更 前 変 更 後 

NO.＊21 
名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 名 称 

最 高 使 用 

圧 力 

(MPa) 

最 高 使 用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 

材 料 

原
子
炉
浄
化
系 

原子炉隔離時冷却系合流部＊20 

8.62＊3 302 

114.3 ＊18(11.1＊1) SFVAF11A 原
子
炉
浄
化
系 

原子炉隔離時冷却系合流部＊19 

変 更 な し 

7 

144.3 ＊18(26.1＊1) SFVAF11A 8 

注：記載の適正化を行う。既工事計画書には名称欄文末に「～まで」と記載 

注記＊1 ：公称値を示す。 

＊2 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉再循環系との取合点から原子炉浄化補助ポンプまで」と記載 

＊3 ：ＳＩ単位に換算したものである。 

＊4 ：エルボを示す。 

＊5 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉圧力容器から「原子炉再循環系との取合点から原子炉浄化補助ポンプまで」の合流点まで」と記載 

＊6 ：当該ラインについては，主配管に該当しないため記載の適正化を行う。 

＊7 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉浄化補助ポンプから原子炉浄化系再生熱交換器まで」と記載 

＊8 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「「原子炉再循環系との取合点から原子炉浄化補助ポンプまで」の分岐点から「原子炉浄化補助ポンプから原子炉浄化系再生熱交換器まで」の合流点まで」と記載 

＊9 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉浄化系再生熱交換器連絡管」と記載 

＊10：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉浄化系再生熱交換器から原子炉浄化系非再生熱交換器まで」と記載 

＊11：記載の適正化を行う。既工事計画書には「「原子炉浄化補助ポンプから原子炉浄化系再生熱交換器まで」の分岐点から原子炉浄化系補助熱交換器まで」と記載 

＊12：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉浄化系補助熱交換器から「原子炉浄化系再生熱交換器から原子炉浄化系非再生熱交換器まで」の合流点まで」と記載 

＊13：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉浄化系非再生熱交換器連絡管」と記載 

＊14：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉浄化系脱塩装置脱塩器から原子炉浄化循環ポンプまで」と記載 

＊15：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉浄化循環ポンプから原子炉浄化系再生熱交換器まで」と記載 

＊16：記載の適正化を行う。既工事計画書には「「原子炉浄化系脱塩装置脱塩器から原子炉浄化循環ポンプまで」の分岐点から「原子炉浄化循環ポンプから原子炉浄化系再生熱交換器まで」の合流点まで」と記載 

＊17：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉浄化系再生熱交換器から給水系との取合点まで」と記載 

＊18：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 4月 27日付け 59資庁第 17250号にて認可された工事計画の添付書類「Ⅳ-2-1-3-7-1 管の基本板厚計算書」による。 

＊19：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧原子炉代替注水系，原子炉隔離時冷却系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（高圧原子炉代替注水系） 

と兼用 

＊20：記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉隔離時冷却系との取合点から「原子炉浄化系再生熱交換器から給水系との取合点まで」の合流点まで」と記載 

＊21：原子炉冷却材浄化設備に係る主配管の配置を明示した図面（原子炉浄化系）に記載の四角内番号を示す。



1 

第 4-7-1-1-1～2図 原子炉冷却材浄化設備に係る主配管の配置を明示した図面（原子炉浄化系） 

別紙 2 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［原子炉浄化系の主配管］ 

管ＮＯ.1＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 89.1 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 7.6 
％ 

－12.5％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

管ＮＯ.1＊ - 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 89.1 ±1.6mm ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 7.6 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記＊：管の基本板厚計算書のＮＯ.を示す。 
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